









6．お わ り に (以上，本号)
補論 :『フランスの内乱』に関する先行研究の検討 (以下，359号の予定)













「Governance and Government」論へ移動してきている1)（堀2011 a ）。
































出所 Furlong and Marsh (2010), Figure 9.1, p.187.














































































































































































































































あって， 非独占， 開放的なノン・ヒエラルキー的， 水平関係に






























































































































































おかれた。」（MEW 17 : 339，下線は堀）。



































































かったが，他方，その正当な諸機能〔its (the old governmental power)
legitimate functions〕は，社会そのものに優越する地位を纂奪した権力か
らもぎとって，社会の責任を負う吏員たち〔the responsible agents of
マルクスとガバナンス論（ 1 )（堀)
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society〕に返還されるはずであった。」（MEW 17 : 339-340，MEGA Ⅰ-
22 : 140-141，下線は堀）


















































表者ではなく派遣委員とする : 大藪［1998 : 376］），およびマルクスとエ
ンゲルスの『ドイツ・イデオロギー』（1845-1846）の「代表制は，近代市

























べての力を，社会の身体に返還したことであろう。」（MEW 17 : 340-341，













































































autonomy の使用例は，そこには見られない（参考 : 編集者の注解237
［NEW 17 : 709］でのみ自治〔autonomie〕が使われている）。





政ではない〔the selfadministration of the towns〕。それは，広大な耕地と
重い財布とからっぽの頭との持ち主による農村の自治行政ではない〔the
selfadministration of the counties〕。それは，「無給の大人物」（注解409）
の司法上の非行〔the judicial abomination〕ではない。それは，寡頭支配
者のクラブと『タイムス』の閲覧とを手段としての国の政治的自治
〔political selfgovernment of the country〕ではない。それは，自分のため
マルクスとガバナンス論（ 1 )（堀)
369 ( )1489
に自分で行動する人民〔the people acting for itself by itself〕である。」











働者階級の政府であった。」（『フランスの内乱［第 2 草稿］』MEW 17 :
595, MEGA Ⅰ-22 : 105）。
以上から，マルクスは，自己統治（self-government）を，まず生産者の
自己統治（ J ，N，P）と支配階級のそれ（O）とに分けて考えている。




〔the selfadministration of the towns〕」「農村の自治行政ではない〔the
selfadministration of the counties〕」「司法上の非行〔the judicial abomi-
nation〕」「国の政治的自治〔political selfgovernment of the country〕」で
はなくて，「自分のために自分で行動する人民〔the people acting for itself
by itself〕」のことであると考えている。そして Pではそのことを，「真の
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みの形態」（1980 : 166）と，他方でたとえば○1 労働者評議会・地域コミューン評議会，
















7) 大谷（2011 : 68）には，執筆の時期が改めて記されていないようである。その点は，佐
藤（1971 : 822）によれば，1865年 1月∼12月末にかけて執筆されたとの「推定」がなさ
れている。
8) ちなみに大谷は，こうした新たな社会システムの構成要素を，○1 自由な諸個人のアソ
シエーション，○2 社会的労働と共同的労働，○3 生産過程の意識的計画的な制御，○4 社





























ワールド」紙の記者が書いた，（ 5月28日パリ陥落後にあった）第一インター創立 7 周年
祝賀会（1871年 9月25日）でのマルクスの演説記事に注目し，そのなかで『フランスの内
乱』（草稿を含め）には述べられていない，「こうした変革が実現するのに先立って，プロ




































14) 下線の訳文は変更した。また当該箇所の原文は，The Commune was to be a working ,
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15) 最近の発議権に関する研究には，小林（2010 a b）や矢部（2011）がある。ちなみに，
前者では「イニシアティブ・レファレンダム自動的非直接連動型」を，「直接民主主義制
度における最高形態」であるとし，「間接民主主義を補完しながら，全体として民主主義
































































































吏〔communal agents〕によって，したがってコミューンの監督〔the control of the com-
mune〕のもとに執行されるはずであった。中央の諸機能――人民のうえに立つ政治権力
〔governmental authority over people〕のそれではなくて，国の一般的な，共通の欲求
〔the general and common wants of the country〕によって必要とされる諸機能――が不可
能になるであろうというのは，ばかげた言い分のひとつである。これらの機能は今後も存





















るであろう。」（『フランスの内乱［第 2草稿］』MEW 17 : 596，MEGAⅠ-22 : 105-106）。



















22) 藤田（1999 : 125-126）は，マルクスのパリ・コミューン理解（「『フランスにおける内

































24) ちなみに松田（2003 : 167-173）は，グラムシの考える将来社会像（Societa regolata）
が，「マルクスの知的独創性に関連する『国家の死滅』テーゼの再検討〔例えば注11の






























































































































































―――（2011 a ）「民主的ガバナンス・ネットワーク論 : Eva Sørensen ＆ Jacob
Torﬁng のマルチ理論アプローチの場合」『立命館法学』333・334号。
―――（2011 b）ガバナンス論の到達点 : ガバナンス研究の回顧と展望をめぐっ
て．新川達郎編公的ガバナンスの動態研究，ミネルヴァ書房。













の＞」宇野重規編『岩波講座 政治哲学 3 近代の変容』岩波書店。
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